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「第４期活動推進計画 」を策定しました！特 集

特集

「第４期活動推進計画」「第４期活動推進計画」をを
策定しました！策定しました！

補助金収入
269,800千円（13.6％）

補助金収入 28,416千円（1.8％）

人件費支出 131,146千円（8.3％）
事務費支出

151,921千円（9.6％）

貸付金・事業費支出
768,833千円（38.8％）

人件費支出
369,688千円（18.6％）

助成金･分担金支出
339,406千円（17.1％）

事務費支出 10,854千円（0.5％）

予備費支出 2,100千円（0.1％）

受託金･助成金収入
278,891千円（14.1％）

前期末繰越資金
220,299千円（11.1％）

貸付金償還金・事業収入
321,820千円（16.2％）

貸付金償還金・事業収入
623,389千円（39.4％）

国庫補助返還金支出
550,000千円（34.8％）

貸付金・事業費支出
700,714千円（44.3％）

その他・会計間繰入 39,236千円（2.5％）

会費・寄附金収入 54,232千円（2.7％）

負担金･分担金収入 16,905千円（0.9％）

積立取崩・区分間繰入
63,878千円（3.2％）

その他収入･会計間繰入
39,703千円（2.5％）

積立取崩収入・会計間繰入
688,294千円（43.6％）

前期末支払資金残高
200,515千円（12.7％）

その他の活動による収入
（貸付原資含む）

756,813千円（38.2％）

固定資産･投資有価証券
取得支出･その他支出
492,857千円（24.9％）

一般会計
収入総額19億8,263万8千円 支出総額19億8,263万8千円

収入総額15億8,031万7千円 支出総額15億8,031万7千円
生活福祉資金会計

固定資産取得支出
7,300千円（0.5％）

令和８年度事業計画・予算概要

基本理念

計画の構成

計画の詳細

令和８年度重点事業

令和８年度当初予算

　第４期活動推進計画を踏まえ、令和８年度は以下の重点事業を中心に取り組みを進めていきます。

　2040年を見据え、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを進めるため、第３期活動推進計画（2021
～2025年度）の成果と課題を踏まえ、2026～2030年度の５か年計画となる「第４期活動推進計画」を策定
しました。

「協働」と「共創」による地域共生社会の実現
　本計画では、地域に根ざした「つなぐ力」と「支える力」を発揮し、行政や関係機関、企業、団体な
どとの協働・共創を通じて、誰もが安心して暮らし続けられる「誰一人取り残さない地域共生社会」の実
現を目指します。

　本計画は、基本理念の実現に向けた方向性を示す４つの「基本目標」を定め、その達成に向けて目指
す状態を整理した９つの「推進項目」、さらに実践的な行動を明確にした３０の「重点取組」により構成さ
れています。

　本計画の詳細は、本会ホームページにも掲載されています。

【基本目標及び推進項目】

※令和８年度事業計画・資金収支予算書については、本会ホームページに掲載しています。

①共に支え合う地域づくりのための基盤整備
②分野や制度を横断した相談支援体制の構築
③生活支援・権利擁護支援体制の充実

市町村社協の経営基盤強化に向けた伴走支援と協働
の推進、頼れる身寄りがいない高齢者等に対する支援
の推進、支援を必要とする子ども・若者への連携・協
働による取組強化、生活福祉資金特例貸付における借
受人へのフォローアップ支援の強化　等

市町村社協災害ボランティアセンターの基盤支援と連
携強化、個別避難計画策定支援を通じた地域の要配
慮者支援の体制づくり、災害派遣福祉チーム（DWAT）
の体制強化と災害時の在宅福祉支援体制の整備　等

保育人材の定着支援の推進、福祉の魅力発信等によ
る多様な人材の参入促進、県単共済事業における給
付内容等制度変更案の作成　等

総合的な人材育成体系の確立と働きやすい職場環境
整備、デジタル化の更なる推進と情報発信の強化、組
織体制の見直し　等

⑥平時から備える地域の災害支援体制の確立
⑦災害福祉支援ネットワークの機能強化と連携体制構築

④福祉を支える人材の確保・育成・定着
⑤福祉サービスの質の向上

⑧挑戦と成長による働きがいのある組織づくり
⑨持続可能な組織運営と経営基盤の拡充

�誰もが地域で安心して暮らせるよう、
支え合いと連携による包括的な支援体
制を構築する

包括的な支援体制の構築

県民の暮らしと安心を支える災害福祉
支援体制を構築する

災害福祉支援体制の構築

 �福祉人材の充足による持続可能で質
の高い福祉サービス提供体制を確立
する

福祉人材の充足とサービスの質の向上 

 �人材育成と組織力の向上により信頼と
期待に応える県社協組織をつくる

人材育成と組織力の向上

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ
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<<<<<<< T O P I C ST O P I C S  <<<<<<< 県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

【
市
町
村
社
協
と
共
に
災
害
福
祉
支
援
を
考
え
る
】

　
社
協
職
員
向
け
に
研
修
を
実
施
し
つ
つ
、各
地
域
に
出
向
き
な
が
ら
訓
練
を
一
緒
に
行
っ

て
発
災
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
発
災
時
に
は
市
町
村
社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
運
営
す
る
こ
と
が

主
流
で
す
。
研
修
等
で
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
学
び
な
が
ら
、
地
域
ご
と
に
工
夫
点
が

あ
れ
ば
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
地
域
住
民
と
共
に
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
】

　
地
域
住
民
を
対
象
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
す

る
場
面
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
お
伝
え
し
た

こ
と
が
必
ず
し
も
全
て
で
は
な
く
、
地
元
社
協
を
中
心

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
方
法
を
模
索
す
る
き
っ
か
け
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
福
祉
避
難
所
モ
デ
ル
訓
練
】

　
行
政
、
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
施
設
、
地
元
社
協
を
含
む
多
く
の
関

係
機
関
と
と
も
に
実
施
し
ま
し
た
。
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
施
設
は
、
ど
の
よ
う
な

関
係
機
関
と
連
携
す
れ
ば
よ
い
の
か
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
と
も
に
、
環
境
整
備
や

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
、
訓
練
を
通
じ
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
行
政

に
よ
る
担
当
課
を
横
断
し
た
連
携
体
制
を
考
察

す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
訓
練
で
の
気
付

き
が
各
施
設
の
防
災
の
備
え
や
、
円
滑
な
福
祉

避
難
所
開
設
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
関
係
団
体
等
と
協
定
締
結
の
推
進
】

　
相
談
支
援
専
門
員
協
会
、
県
、
県
社
協
と
の
『
群
馬

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
派
遣
に
関
す
る
基
本
協
定
』

を
締
結
し
ま
し
た
。
相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
の
知
見

を
活
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
を
行
う

D
W
A
T
チ
ー
ム
員
と
し
て
の
連
携
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
後
も
関
係
す
る
機
関
・
団
体
と
の
円
滑
な
連
携

を
目
指
し
て
協
定
締
結
を
推
進
し
ま
す
。

【
個
別
避
難
計
画
作
成
研
修
会
の
実
施
】

　「
作
成
促
進
編
」
と
「
難
病
患
者
・
医
ケ
ア
児
編
」
の
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
避
難

行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
は
計
画
策
定
す
る
こ
と
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
作
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
向
上
や
、

対
象
者
の
〝
い
の
ち
〟
を
守
る
た
め
の
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓練の様子

研修の様子

訓練の様子

協定締結の様子

　
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施

設
等
が
実
施
し
て
い
る
災
害
支
援
を
よ
り
効
果
的
に
行
い
、
被
災
者

支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
災
害
福
祉
の
専
門
機
関
で
す
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
避
難
生
活
を
支
え
る
た
め
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
part
２

群馬県福祉人材センター
～福祉の職場で長く・楽しく働き続けるために～

●
福
祉
人
材
確
保
・
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

福
祉
職
場
の
人
材
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
採
用
し
た
人
材
を
大
切
に
育
て
、
長
期
に
わ
た
っ

て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
整
備
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
群
馬
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
施
設
に

お
け
る
職
員
の
定
着
率
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
採
用
関
連

の
動
向
や
入
職
後
の
職
員
育
成
へ
の
意
識
に
つ
い
て
学
ぶ
「
福
祉
人
材
確

保
・
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
株
式
会
社
H
R
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
･
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
取
締

役
平
尾 

英
治
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
職
員
採
用

～
入
社
・
定
着
ま
で
の
期
間

で
、
や
り
が
い
や
働
き
や
す

さ
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

情
報
だ
け
で
な
く
、
仕
事
の

厳
し
さ
や
職
場
の
課
題
な
ど

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
も
含

め
て
、
職
場
の
あ
り
の
ま
ま

の
情
報
を
提
供
す
る
採
用
手

法
で
あ
る
「
R
J
P
(リ
ア

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ブ
・

プ
レ
ビ
ュ
ー
※
直
訳
：
現
実

的
な
仕
事
情
報
の
事
前
開

示
)」
等
、
職
員
の
確
保
か

ら
定
着
ま
で
を
見
据
え
た
取

組
に
つ
い
て
、
県
内
33
事
業

所
の
方
が
参
加
し
学
ん
で
い

た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

●体験事業
　県内福祉職場と福祉職場で働きたい人材のマッチング支援を行う群馬県福祉マンパワーセンター(福祉マンパワー
センター高崎支所・東毛地区福祉人材バンク)、ぐんま保育士就職支援センターでは、就職への不安を特に感じやす
い「ブランクのある方」、「未経験で福祉
の仕事を始める方」を対象とした職場体
験事業を実施しています。この事業では、
事業所と求職者との間で1カ月の短期雇
用契約を締結していただき有償で業務を
体験していただくもので、多様な人材の
参入促進と、入職後のミスマッチを防ぐ
ことを目的に実施しています。
　当センターではこのような事業を活用
しながら、求職者さんひとりひとりが長
く働き続けられる職場とのマッチングを
重視した就職支援を実施していきます。

問い合わせ先：群馬県福祉人材センター
☎027-255-6600
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しせつの損害補償
「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

NEW法人包括プラン

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。しせつの損害補償

（従来の加入方式）
「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）簡単簡単ポイント3

安心安心ポイント1 福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

ポイント2 期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償便利便利

令和８年度版

（SJ25-11172より抜粋）

市
町
村

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
連
絡
会

　こども食堂ネットワークぐんまは、県内100団体（R８.２.１現在）の
こども食堂が参画し、相互交流や情報交換、研修等を通じて、こども食
堂の輪を広げる活動を行っています。

　こども食堂を応援してくれる企業・団体、個人の方
からの寄付・寄贈も多く、人と人とが繋がっていくきっ
かけがこども食堂にはあるのではないかと思います。
　食事の提供だけでなく、孤食の解消・食育・地域の
交流の場として、また学習支援をしているこども食堂
もあります。各団体が創意工夫をしながら運営をして
います。どなたでも参加可能な所から、予約制の所ま
で参加方法もさまざまです。是非一度、こども食堂を
覗いてみてください。

※�各団体により活動内容が異なります。利用前に必ず
お問合せ下さい。

こども食堂ネットワークぐんま

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

令和６年度　研修会

ぐんぎんSDGs私募債・タカハシ乳業様
による贈呈式

事例報告者 事例報告者 情報交換の様子
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寄附の御礼
　本会の活動にご理解をいただき、温かいご寄附を賜り、誠にありがとうございました。
　皆様よりご寄付いただきました寄附金・寄附物品につきましては、寄附の趣旨に基づき、
社会福祉推進のための事業等に活用させていただきます。

令和７年度　物品等寄附・払出先一覧

令和７年４月～令和８年３月のうち、掲載の承諾をいただいた方を掲載しています。

寄附者 寄附物品 払出先

ライオンズ株式会社　様 菓子類等 こども食堂ネットワークぐんま、
群馬県里親の会

リコージャパン株式会社デジタルサービス営業本部
群馬支社　様 文具 こども食堂ネットワークぐんま

北関東雪印メグミルク協会　様 車椅子　１台 中之条町社会福祉協議会

株式会社フレッセイ　様 食料品 生活困窮者自立相談支援事業

一般社団法人生命保険協会　群馬県協会　様 軽車両 神流町社会福祉協議会

日本郵政グループ労働組合　様 2,179,186円 群馬県社会福祉協議会　福祉
機材等の購入

群馬県農業協同組合中央会　様
フードドライブ食品等 生活困窮者自立相談支援事業

184,300円 社会福祉推進のための事業

ＪＡＩＦＡ（公益社団法人生命保険ファイナンシャルアド
バイザー協会群馬県協会）　様 100,000円 県内の地域福祉活動に活用

一般社団法人 群馬県労働者福祉協議会 フードドライブ食品等 生活困窮者自立相談支援事業

県県社社協協会会員員紹紹介介
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＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和８年３月31日

INFORMATION

いつもお手に取っていただきありがとうございます。
今回の記事の写真はいかがでしたでしょうか？
アンケートのご協力をお願いいたします。

回答はこちら↓

抽選で５名に500円分
クオカードペイが当たる！

読者の 声 をお聞かせください！

５月末
締切

６階　群馬県福祉人材センターの相談スペースが
リニューアルしました♪

このたび、相談ブースをリニューアルしました！
これまで以上に、安心してゆっくりお話しいただける空間となるよう、レイアウトや設備を見直しました。

落ち着いた雰囲気の中で、より気軽にご相談いただけます。
皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

入口 求人検索ブース

相談スペース
以前より広く、きれいになりました♪

新たにキッズスペースを設置!
お子様連れでのご相談も大歓迎です
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